
「鳥取県ちいわか総選挙」の実施について 
 

令和７年７月１８日 

地域社会振興部市町村課 
 
１ ちいわか総選挙の趣旨 

小・中学校の年代における児童生徒の民主主義の重要性への理解及び将来の政治参加を促進するため、今年
度からの新たな取組として、小学校６年生、中学校３年生の児童生徒を対象とし、鳥取県に関わることをテー
マとしたオンライン投票を全県的に実施する。 

自分の一票が、身近なものを実際に変えるという体験を通じ、若者の政治的有効性感覚を養い、積極的に政
治参加する主権者としての成長につながる実践的な学びの機会を設定するもの。 
 
 

 
２ 対象児童生徒 

小学校・義務教育学校・特別支援学校小学部６年生 
中学校・特別支援学校中学部３年生、義務教育学校９年生 
※参加については各学校の判断となるが、昨年度に県教育委員会事務局及び市町村課で各市町村教育委員会事務局、私立・国

立学校、校長会、教育研究会（社会科部会）を訪問して趣旨や方法等について説明を行い、実施に向けて各市町村（学校組
合）教育委員会事務局等の理解は概ね得られている。 

 
３ 投票期間 

小６：９月１日（月）～９月３０日（火） 
中３：９月１日（月）～１１月２８日（金） 
 

４ 実施方法及び投票方法 
（１） 県内の小学校、中学校、義務教育学校、特別支援学校に教材を配布。※配布済（７月１０日発送） 
（２）各学校において、教材を活用し、授業・オンライン投票を行う。 
  ＜投票方法＞ 

・児童生徒が自らのタブレット端末を活用し、google フォームからオンライン投票。 
・投票は２回行う。 
※➀全県集約の投票（投票期間終了後開票）と➁学校内集約の投票（即日開票可能）の２回。 

（３）投票結果を公表し、最多得票を得たものは実際に鳥取県の施策等に反映。 
   ＜スケジュール＞ 

 小学校・義務教育学校６年生 中学校３年生・義務教育学校９年生 

７月 県から各学校へ教材等の配布 

９月 授業実施（投票期間：９/１～９/３０）  

授業実施（投票期間：９/１～１１/２８） １０月 投票結果の公表 

１１月  

１２月  投票結果の公表 

次年度４月以降 投票結果を県の施策等に反映 

 
５ 投票テーマ 

※投票テーマは、小学校・中学校それぞれについて県が設定するが、各市町村で独自のテーマを設定し、実施することも可能。 

（１） 小学校６年生 

「３人目『青谷弥生人』の名前を決めよう！」 
・青谷上寺地遺跡から出土した人骨をもとに復元した青谷弥生人３人目女性復顔像の名前を決めてもらう。 
・４月１７日～６月３０日の期間に公募をして集まった応募作品（応募総数１，８０２件）の中から、７月

の審査委員会において、４つの候補を選定し、その４つの名前候補について、「ちいわか総選挙」で投票
し、最も得票数の多かった作品を３人目女性復顔像の名前に決定する。 

 
（２） 中学校３年生 

「鳥取県立美術館の『オープンネス』の実現に向けた取組の方向性を決めよう！」 
・県立美術館は、誰にも開かれた美術館を目指し、「オープンネス」をキーコンセプトとして掲げており、こ

のコンセプトを実際の美術館運営において具体化するために、今後特に力を入れていく取組の方向性につ
いて決めてもらう。 

※オープンネス…開放性や寛容性などを表現するとともに、“誰に対しても開かれ、多様性を受け入れる”をコンセプトに、県

立美術館が目指す姿を表すブランディングワード。 
 
６ 教材 
  別添のとおり 
  ※投票所入場券リーフレットには、知事からのメッセージや選挙の意義・制度説明に関する動画やテキストへのリンクが貼り

付けられており、児童生徒のタブレットで楽しく学べるよう工夫している。 

※ちいわか…地域とつながり、地域に愛着を持ち、地域のことを我が事ととらえて、積極的に投票その他政治参加する若者 
※政治的有効性感覚…自分の行動や意見が政治に影響を与えられるという実感・感覚 
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